
１２月１日号  発行 大栄建工新エネルギーG      
札幌市北区屯田７条１０丁目１番３号       0120-033-820  Tel 011-772-9126 
特集１ 太陽光アレイと日影規制 

特集２ 太陽光発電の設置は３月中に北電へ申請 
 

特集  日影規制、買取価格削減   

 １．日影規制について 

中高層建築物の建築における、日

照の障害が増え、住宅地における日照

を確保するため、昭和５２年の建築基

準法の改正により定めたものが、「日影

規制」です。 これは、中高層建築物が

周囲に落とす日影の時間を制限するこ

とにより、日照条件の悪化を防ごうとす

るものです。 

日影規制の対象となる建築物は、用

途地域ごとに高さや階数で定められて

います。 

日影を測定する高さについては、実

際の地面にできる日影ではなく、地面

より高い所を想定してそこの日影を規

制します。第一種・第二種低層住居専

用地域では平均地盤面より対象となる

のは冬至日の日影で、北海道の場合

は９：００～１５：００の間に右表の通り、敷

地境界線から５ｍの地点高さ１.５ｍで

の日照時間を確保しなければなりませ

ん。その他の地域では平均地盤面より

４ｍ又は、６.５ｍ高い所です。札幌市の場合は４ｍとしています。こ

の高さについては各市町村の建築担当で確認してください。 

無落雪屋根では屋根の北側に設置せず、南側の屋根に設置す

るのがよいのですが、冬至日の太陽高度は低いので嵩上げが大き

いと日影に影響を与えるので必ず確認しましょう。 

 

２．太陽光発電の設置は３月中に北電へ申請 

    産業用太陽光発電買取価格はスタート時４０円/kＷ（税抜）と比

較的高い価格で設定したため設備認定が相次ぎ、将来の家庭の

負担を抑制するために２０１５年度に３０円/kＷとする案が浮上して

いるようです。 

    ついては、来年の３月中に北電に申請すると２０１３年度の３６円/k

Ｗ（税抜）が確保できます。１０ｋＷ以上の太陽光発電システムを検

討されている方は、手続き、資材の手配の関係から今年１２月中に

決断される必要があります。住宅用も３月中に申請を!! 

太陽光発電新聞 


